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市
で
は
昨
年
度
、
集
落
実

態
調
査
を
行
い
、
聞
き
取
り

や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
過
疎

集
落
が
抱
え
る
問
題
な
ど
の

把
握
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、「
世
帯
の
減
少
や
高
齢

化
な
ど
で
、
町
内
会
や
祭
り

な
ど
地
域
の
行
事
を
行
う
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
」、「
地
域
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
く
れ
る
人
に
移
住
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
結
果
を

踏
ま
え
、
市
内
で
も
過
疎
・
高
齢

化
が
著
し
い
高
根
地
域
に
、
地

域
活
動
や
農
作
業
な
ど
を
住
民

の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
行
う

「
集
落
支
援
員｣

を
初
め
て
設
置

し
ま
し
た
。

　

集
落
支
援
員
と
し
て
活
動
す

る
の
は
、
田た

土つ
ち

敦あ
つ

子こ

さ
ん
（
大
阪

府
出
身
）
と
大お

お

越こ
し

友ゆ

理り

（
埼
玉
県

出
身
）さ
ん
。
２
人
の
支
援
員
は
、

来
年
の
３
月
ま
で
高
根
地
域
に

常
駐
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
て
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん

と
交
流
し
、
地
域
の
盛
り
上
げ

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
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は
じ
め
ま
し
て
。

集
落
支
援
員
で
す
高
根
地
域
に

集
落
支
援
員
を
設
置

《
市
政
モ
ニ
タ
ー
》

牛う
し

丸ま
る

利と
し

夫お

（
本
町
３
）、
笠か

さ

原は
ら

多た

美み

野の
（
丹
生
川
町
坊
方
）、
島し

ま

田だ

ち
は
る

（
久
々
野
町
久
々
野
）、
鈴す

ず

木き

陽よ
う

子こ

（
高
根
町
阿
多
野
郷
）、
田た

口ぐ
ち

正ま
さ

已み

（
清
見
町
三
ツ
谷
）、
垂た

る

井い

桂け
い

子こ

（
石

浦
町
２
）、
長な

が

尾お

千ち

惠え

子こ
（
国
府
町

広
瀬
町
）、
東ひ

が
し　

智と
も

昭あ
き（
片
野
町
２
）、

樋ひ

口ぐ
ち

綾あ
や

子こ

（
朝
日
町
青
屋
）、
水み

ず

上か
み

政ま
さ

夫お
（
大
新
町
５
）、
水み

ず

口く
ち　

誠ま
こ
と（
一
之

宮
町
）、
森も

り

下し
た

君き
み

代よ

（
本
町
３
）、
山や

ま

内う
ち　

明あ
き
ら（
上
宝
町
長
倉
）、
横よ

こ

山や
ま

清き
よ

子こ

（
千
島
町
）、
渡わ

た

邉な
べ

武た
け

志し

（
荘
川
町

野
々
俣
）

《
消
費
者
価
格
調
査
モ
ニ
タ
ー
》

大お
お

坪つ
ぼ

希き

美み

枝え
（
新
宮
町
）、
田た

中な
か

奈な

な々

代よ
（
石
浦
町
１
）、
尾お

崎ざ
き

花は
な

子こ
（
久
々

野
町
久
々
野
）、
和わ

田だ　

榮さ
か
え（
下
三
之

町
）、
堀ほ

り　

秋あ
き

代よ（
国
府
町
広
瀬
町
）、

蒲か
ば　

美み

香か
（
国
府
町
木
曽
垣
内
）、

立た
て

道み
ち

利り

香か
（
岡
本
町
２
）、
阪さ

か

本も
と

君き
み

枝え
（
下
切
町
）、
松ま

つ

本も
と

可か

奈な

子こ
（
新
宮

町
）、
上う

え

田だ

規の
り

子こ
（
石
浦
町
５
）、
大お

お

桃も
も

由ゆ

紀き

子こ
（
初
田
町
３
）、
東ひ

が
し　

美み

香か

（
上
岡
本
町
３
）、
坂さ

か

下し
た

幸さ
ち

子こ
（
本
母

町
）、
伴ば

ん

場ば

美み

智ち

子こ
（
越
後
町
）、
中な

か

島し
ま

玲れ
い

子こ（
一
之
宮
町
）、
松ま

つ

井い

睦ち
か

子こ（
下

岡
本
町
）、
安や

す

江え

明あ
け

美み
（
石
浦
町
９
）、

扇お
う
ぎ

田だ

啓け
い

子こ
（
上
宝
町
本
郷
）、
長な

が

瀬せ

真ま

理り

子こ
（
山
田
町
）、
小こ

林ば
や
し

佳か

織お
り（
山

田
町
）　　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

新
し
い
モ
ニ
タ
ー
が

決
ま
り
ま
し
た

　

開
設
以
来
6
年
目
を
迎
え
た

乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森（
丹

生
川
町
）は
、
今
シ
ー
ズ
ン
5

月
20
日
に
開
山
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
今
年
か
ら
生
物
多

様
性
保
全
な
ど
自
然
環
境
学
習

の
拠
点
と
し
て
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
市
民
や
小
中
高
生

の
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
内

外
を
問
わ
ず
身
体
に
障
が
い
が

あ
る
方
な
ど
の
施
設
使
用
料
も

大
幅
に
減
免
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

案
内
人
の
ガ
イ
ド
で
五
色
ヶ

原
の
森
の
豊
か
な
自
然
に
親
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

《
新
し
い
施
設
使
用
料（
市
民
で

6
人
以
上
入
山
の
場
合
）（ 　

）内

は
変
更
前
》

一
般
／
７
３
０
０
円（
８
８
０
０

円
）、
小
中
高
生
／
３
６
５
０
円

（
８
８
０
０
円
）、
学
校
行
事
な

ど
／
無
料（
７
３
０
０
円
） 

※
新
し
い
施
設
使
用
料
の
詳
細

は
、
市　

 

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

五
色
ヶ
原　

 

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
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id
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.jp
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乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森
に
行
こ
う

 

市
民
や
小
中
高
生
の
施
設
使
用
料
を
大
幅
に
見
直
し
ま
し
た
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 開山！

集落支援員の田土さん（左）と大越さん（右）

◎笑顔待つ　家庭に帰ろう「8」のつく日（毎月8日、18日、28日は「早く家庭に帰る日」です）

案内人が自然の不思議な世界にお連れします


